
映映画画試試写写““                  ””とと  

創創造造的的なな対対話話  のの夕夕べべ  
～～  「「核核にによよるる抑抑止止をを必必要要ととししなないい世世界界をを目目指指ししてて」」  ～～  

  

日日時時：：22001111 年年４４月月２２日日（（土土））1133::3300  ––1166::3300  ((開開場場 1133::1155))  

会会場場：：文文京京区区男男女女平平等等セセンンタターーＡＡ研研修修室室  
東京都文京区本郷4-8-3  ℡03-3814-6159 

主催：平和省プロジェクトＪＵＭＰ 
info@ministryofpeace.jp ℡047-498-4104(藤野) 

後援：平和の文化をきずく会 

協力：コスタリカに学ぶ会 

定員：先着 50 名（氏名を明記の上、上記メールアドレスでご予約ください。） 

 

核の脅威が今、どれだけ差し迫ったものかご存知ですか。映画「カウントダウンＺＥＲＯ」を観ると、

各国首脳と専門家、元 CIA 工作員などの証言から、その恐ろしさがひしひしと伝わってきます。そして、

「核廃絶のために、今、動かなくては！」と思います。 

 

 

 

 

 

 

私たちは今回、この映画を題材に「核による抑止を必要としない世界」を目指す旅への一歩をみなさん

とともに踏み出したいと考え、映画試写と対話の夕べを企画しました。配給会社のパラマウントジャパン

の特別なご厚意により、４月１６日（土）の全国公開を前に、無料上映会が叶いました。 

当日は、映画上映後、休憩 10 分をはさんで、平和省プロジェクト JUMP からの短いメッセージ、

あとはフリートーキング、核をなくすための道筋を考える創造的な対話のひとときです。 

一人でも多くのかたに この話題作に触れていただき、創造的な対話を深めていければと、願っています。 

                                       平和省プロジェクト JUMP 

 

 

 

  

 
 

 

私たちは、会社員、教師、ジャーナリスト、弁護士、自営業者、学生、主婦、年金生活者など、一般市民の集まりで、特定の
宗教や政党には属しません。なお、プロジェクトの詳細や最新情報は、http://ministryofpeace.jp/ をご覧ください。 

「我々は、糸でつり下がった核の剣の下で生きている。その糸は、事故、誤算、狂気で切断される。 

戦争兵器は滅ぼさなければならない。我々人類が滅ぼされる前に・・・」     ～～ジョン・F・ケネディ 

平和省はどこかにあるの？ 

2010 年 8 月現在、ソロモン諸島に

「平和和解局」、ネパールに「平和

復興省」、コスタリカに「司法平和省」、

南スーダンに「平和省」があります。 

また、３カ国の議会に『平和省創設

法案』が提出されています。 

「平和省プロジェクト JUMP」って？ 

平和省を日本につくることをめざして活動をしている団体です。私たち

には、大きくふたつの目的があります。 

１．あらゆる争いごとを暴力に頼らず創造的対話によって解決する方法

を提案し推進する政府機関「平和省」を日本に創設すること。 

２．平和省の基本理念となる「平和の文化」を育て広めること。 

監督： ルーシー・ウォーカー プロデューサー：ローレンス・ベンダー キャスト：ミハイル・ゴルバチョフ(元ソ連大統領)、ジミー・カーター（元米国大統領）、

パルヴェーズ・ムシャラフ（元パキスタン大統領）、トニー・ブレア（元英国首相）、バレリー・プレイム・ウィルソン（元 CIA 工作員）、スコット・セーガン（政治学者）他   

配給：パラマウントジャパン 上映時間：89 分   4 月 16 日（土）TOHO シネマズ六本木ヒルズほか全国公開   予告編：http://www.to-zero.jp/ 

参加費 

無料 


